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研究成果の概要（和文）：笑顔装着具で「笑顔」を作らせた時の効果を実験的に検証した。効果の潜在指標として感情
誤帰属手続き(Affect Misattribution Procedure, Payne et al., 2005)を用いた。市販の救急絆創膏２つを輪ゴムで
つなぎ、輪ゴムを頭の上を通して絆創膏で両頬をつり上げる条件と、逆に顎の下を通して両頬を引き下げる装着具を作
成した。大学生80名（男52名女28名）をランダムに頬引き上げ（＝笑顔）条件と、引き下げ条件に割り当てた。実験の
結果、笑顔条件では、AMPでの評価がより好ましい方向に変化することが確認された。

研究成果の概要（英文）：Eighty undergraduates, 52 males and 28 females, participated in the experiments to
 examine whether the facial sensation of having the cheeks lifted would bring about a good feeling, by app
lying one of two types of paired adhesive bandages with a chain of rubber bands designed to either raise o
r lower the cheeks. Then, they rated neutral targets preceded by three types of prime photos on a three-po
int scale in a modified Affect Misattribution Procedure. The results showed that the participants whose ch
eeks were raised tended to rate the targets statistically more favorably than did those whose cheeks were 
lowered. 
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１．研究開始当初の背景 
1)表情フィードバック仮説：「悲しいから泣くの

ではなく、泣くから悲しいのだ」という古典

的なジェームズ＝ランゲ説は、近年、表情フ

ィードバック仮説として実験的に検証され

るようになった。ペンを歯でくわえたり、バ

ンドエイドで頬をつり上げたりして「笑顔」

を作ると被験者は統制条件よりもより「楽し

い」と感ずることが国内外の先行研究によっ

て示されてきている。 

 2)表情フィードバックの臨床的応用：一方、美

容整形においてシワ取りに用いられるボト

ックス皮下注射によって眉間のシワを除去

すると、不快な感情を軽減させる効果も得ら

れることも報告されている。つまり、表情を

受動的に変化させることで臨床的な効果も

期待できることが示されたわけである。 
 
２．研究の目的 
 表情フィードバック仮説に基づいて、笑顔

を作ることの臨床的な応用効果について実

証的な研究を行うことを目的とした。具体的

には、研究分担者らが考案し、健康な大学生

を用いてその効果が検証済みの「スマイルエ

イド」（バンドエイドと輪ゴムを使って頬を

引き上げる装着具：図１参照）を、気分の落

込みを訴える学生に対して用い、その効果を

検証することとした。「スマイルエイド」に

よる笑顔の効果の測定は、感情誤帰属手続き

（ Affection Misattribution Procedure: 

Payne, et al., 2005）を用いることとした。 

1)研究期間内に検証を試みること： 

大学内の相談室に気分の落込みを訴えて

来談した学生を被験者にして、「スマイルエ

イド」の効果を臨床的に活用し、その効果を

検証することとした。 

2)学術的な特徴・予想される成果： 

一般学生に効果が見られた「スマイルエイ

ド」の臨床的応用の可能性を検証しようとす

るものであった。「スマイルエイド」はボト

ックス注射と違って医療行為ではなく、非侵

襲的で活用が容易なものであるため、効果が

検証されれば、日常生活の中で広く活用でき

るという利点がある。こうした簡易な装置が

気分の落込みの改善に効果があることを検

証することは学術的にも意義深いと考えた。 
 
３．研究の方法 

 大学の心理相談室に気分の落込みなどを

主訴として来談した者の中に実験への参加

協力を依頼することとした。気分の落込みを

訴える学生に「スマイルエイド」を装着させ、

装着時と非装着時での潜在感情反応を感情

誤帰属手続きにより測定し、「スマイルエイ

ド」の効果を測定することとした。また、従

来の心理テストバッテリーを用いたアセス

メントも実施し、気分改善効果の時間的変化

も測定する予定であった。統制条件として、

一般学生についても同様の手続きによる潜

在感情反応測定と心理アセスメントを行い、

両者の比較検討を行った。臨床条件・統制条

件とも 80 名ずつの被験者からのデータを取

得することを目標とした。 

スマイルエイド： 

笑顔を受動的に作るための装着具「スマイ

ルエイド」は、Mori & Mori (2009)に従って自

作した。市販の標準サイズのバンドエイド

（19mm x 72mm）を２つ用意し、鎖状につな

いだ３本の輪ゴムの両端をバンドエイドの

絆創膏部分の片側につないで、粘着部が３本

の輪ゴムチェーンの両端に来るようにした。

衛生上の観点から「スマイルエイド」は被験

者ごとに使い捨てとした。 

 

 

図 1.スマイルエイド(Mori & Mori, 2009) 



「スマイルエイド」は輪ゴム部分が頭の上

を通るようにして、両端を下方に引っ張りな

がらそれぞれのバンドエイドを頬の下部に

張ると、ゴムの収縮によって両頬が上に持ち

上げられることになる。（図２参照） 

 

 

感情誤帰属手続き： 

感情の測定には Payne et al. (2005)の開発し

た感情誤帰属手続き(AMP)を用いる。感情誤

帰属手続きは、プライミング実験の手法を潜

在感情の測定に応用したものであり、ニュー

トラルなターゲットの印象評定にプライム

の影響が生じることを検出するものである。

プライムによって喚起された感情を本来ニ

ュートラルであるはずのターゲットの評定

に誤って帰属してしまうことを通して、プラ

イムへの潜在的な感情の測定ができる。本研

究では基本的に Payne et al. (2005)による標準

的な AMP の手続きを用いるが、プライミン

グ刺激として「快」／「中立」／「不快」の

３種類を用い、またターゲットの印象評定も

「良い」／「どちらでもない」／「悪い」の

３件法を用いる。プライムとしては、「快」

／「中立」／「不快」刺激として、それぞれ

３枚の「赤ちゃん」／「建物」／「害虫」の

写真を用いる。プライムの提示時間は 75msec

とする。印象評定させるターゲット刺激には

チベット文字を用いる。ターゲットは

100msec 提示され、直後にマスクが提示され

る。（Payne et al., 2005 では被験者がアメリカ

人であるため、漢字が用いられていたが、本

研究では被験者が日本人で漢字が使えない

ため、被験者になじみのないチベット文字を

代わりに用いることとした。）チベット文字

は３種類とし、「快不快３水準」x「写真３枚」

x「チベット文字３種類」の計 27 回の印象評

定を求めた。刺激提示スケジュールは図 3 の

通りであった。 

AMP の実施は Windows パソコン上で動く

心理実験制御用ソフトウェア Inquisit3.0 

(Millisecond Software Inc.)を用いて行った。  

心理アセスメント： 

 被験者の気分の落ち込みの測定には、市販

の気分プロフィール検査(POMS)と不安尺度

検査(STAI)を用いる予定であった。また、気

分の落ち込みの変化の測定には、スマイルエ

イド処方実施の有無についての情報を遮断

した心理相談室カウンセラー（臨床心理士）

によるカウンセリング経過報告も活用する

ことを計画していた。しかし、これらの心理

アセスメントは実施されなかった。 

 

４．研究成果 
 
健常大学生での実験研究 

 一般の大学生 80 名 (男 52 名・女 28 名) を

用いた実験では予想通りの結果が得られた。

スマイルエイドで頬を引き上げる条件では、

頬を引き下げる統制条件に比べて、男女とも

感情誤帰属手続きにおいて本来中性的な図

形であるチベット文字を好意的に評定する

傾向が確認された。さらに、こうした傾向は

プライムとして用いた赤ちゃん・建物・虫の

それぞれについて有効であることがわかっ

図 2.スマイルエイドの
装着模式図 

図 3.感情誤帰属手続きの刺激提示スケジュール 
0msec:プライム提示、75msec:ブランク表示、
200msec:ターゲット提示、300msec:ランダムド
ットマスク表示 



た。この健常大学生での実験研究の成果は、

心理学関係の国際専門誌に公刊した。また、

国内の精神衛生学会および国際応用心理学

会において研究発表を行った。 

 

気分の落ち込みを訴える大学生での実験研
究 

 気分の落ち込みを訴えて東京農工大学保

健管理センターを来訪した学生については

３年間で15件のデータを採取した。しかし、

データ数が少ないこともあって、仮説通りの

結果の検証にはいたらなかった。 
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